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  日本基督教団 西宮公同教会 教会学校 西宮公同幼稚園 週報 No.568 2026年 2月 15日(日) 

(みんななかまさ！ 通巻 No.1554／みんなのともだちはどろんことたいよう 通巻 No.733) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今日の活動＞ 卓球大会 

 

 〈 ほうこく 〉  

８日（日）は、「ひとびと」でした。絵本「バケツのこおり」（文：木坂 涼、写真・構成：

武田康男／福音館書店、２０２２年）を読んでくださいました。寒い朝、庭のバケツ

の水が凍ってた。バケツから氷をとりだして、青い空にかざしてみたら…。見え

る、見える、氷の模様がよーく見える。次の朝もバケツをのぞいてみたら、こんど

は全くちがう模様の氷ができてた。毎日、面白いほどに姿を変えるバケツの氷を

追いかけた写真絵本です。礼拝堂の玄関前のメダカの鉢も、まるくしっかりと、凍

っていました。 

活動は、なわとびです。雪の降った日でしたので、園舎２階での活動です。はじめは一人縄跳び。「１０

０回跳ぶよー！」の声に、ずっと跳び続けている陽くん（高１）と、千陽ちゃん（小５）。「なんかいか、かぞ

えてないんだけどー」と、言いながらも、二人とも止まらず跳び続けていました。長縄では、八の字や、何

人入れる！に挑戦。その後ろで、ゴソゴソと動く影が…。柊介くん（小５）が、ダブルダッチの縄を出してき

ました。廻し手も跳ぶ人も、ほぼ初めての状態でしたが、やっていくうちに、みんな自然と形になっていく

のが本当に見事。気がつけば、笑い声の絶えない、楽しい縄跳び大会となりました。おやつは、園庭の

八朔を採って食べました。「すっぱーい」「でも、おいしい」。その後は、甘いマーマレードジャムの塗ったト

ーストをいただきました。 

 

〈 こどもといのる 〉 

雪が降ったり、氷が張ったり、なかなか寒い日が続きますね。寒空の下で、戦争でテント生活を送って

いる人々が、暖を取って安心して眠れる日が訪れますように。 

 （まつもと なつこ） 

 

〈 おしらせ 〉 

 

 

 

〈 れいはいのプログラム 〉  
 しかい：かなざわ けいこ 

 
２、みんなで歌ううた 
３、みんなでいのる 
４、みんなで読むせいしょ 
５、みんなで歌ううた 
６、みんなで聞くおはなし 
７、みんなで歌うさんびか 
８、けんきん 
９、しずかなこころ 
 

 

♪「ハミング」P.31 
主のいのり P.92 

マルコによる福音書第８章３１－３８節 
♪「ピース -ＰＥＡＣＥ-」P.30 
「いきる」すがさわ くにあき 

讃美歌２３４Ａ番♪「むかし主イエスの」P.73 
♪「いまそなえる」P.92 

 

牛乳パックを集めています。集まった牛乳パックは「おかえりティッシュ」「ただいまロール」になりま

す。牛乳パックは、４４７０１枚から ２１枚 集まりました。合計 ４４７２２枚 になりました。２０１６年５

月末に８００００枚に到達し、２０１６年６月より新たにカウントをスタートしています。 
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２０２６年２月８日（日）                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪の降るなか集まったみんな、寒いけど「げんきだぞ～！」 
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マ ル コ に よ る 福 音 書 第 八 章 三 十 一 ― 三 十 八 節  


